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NO 講義名 概要 学科 職名 担当者 

1 
ロボット 

過去・現在・未来 

なぜ現在のように日本でロボット

が生産され、使用されるようにな

ったのか？また、現在開発されて

いるロボットは？ロボットを作る

ために必要な学問は？将来のロボ

ット像とは？などを話します。 

機械 教授 山本 俊彦 

2 
粉粒体の空気による輸

送について 

粉粒体の空気輸送の例を簡単な実

験装置や高速ビデオを用いて粉粒

体の動きを見るとともに、その現

象に関する数値シミュレーション

の考え方について学びます。 

機械 教授 田代 博之 

3 
人間の経験や勘をパソ

コンに置き換える方法 

人工知能実現の1つの手段として

ファジィ推論がありますが、今回

はこの手法を難しい式を一切使わ

ず誰でも理解し使えるようにお話

します。 

機械 教授 白石 元 

4 
資源リサイクルについ

て 

人類は様々な資源を使って文明を

発達させてきました。そして様々

な資源は、これからも私達の生活

に欠かせないものですが、資源に

は、農産資源や水産資源のように

再生可能なものと、鉱物のような

地下資源のように再生不可能なも

のがあります。そこで、このテー

マでは再生不能資源を循環利用す

る「資源リサイクル」の重要性に

ついて、その背景、役割、効用そ

してその将来を実例等を参考にし

て説明します。 

機械 教授 益本 広久 

5 医療をたすけるエンジ 

現代医療をﾊﾞｯｸｱｯﾌﾟする工学技術

を紹介し、それからどのように応

用されているか？また、どのよう

にﾃﾞｻﾞｲﾝをしていくのか？を学習

します。 

機械 准教授 松尾 重明 

6 
自動車はなぜカーブを

曲がることができる 

自動車の基本性能のひとつである

「曲がる」という機能に焦点をあ

てて、関連する機構とそのしくみ

を理解します。 

交通 教授 森 和典 



7 
自転車はなぜ倒れな

い？ 

自転車は不安定な乗り物と言われ

ていますが、通常は倒れずに走る

事が出来ます。この講義では、な

ぜ自転車は倒れずに走る事が出来

るのかを、実際の自転車と映像を

用いて直感的に説明します。 

交通 教授 片山 硬 

8 
人の目の機能と交通事

故 

見通しの良い交差点で起こる出会

い頭事故は、非常に見通しが良く

相手が見えているはずにも関わら

ず、あたかも見えなかったように

衝突します（この現象は、飛行機

の空中衝突、野球の野手の衝突と

も共通したものです）。この現象

は、人の目の機能と深く関わって

おり、人類共通の課題なのです。

なぜこのようなことが発生するの

かを映像等を用いて説明します。 

交通 教授 片山 硬 

9 

からくり儀右衛門 

（田中久重）とからく

り人形 

久留米の偉大な発明家、田中久重

の紹介とからくり仕掛けの説明を

します。 

交通 教授 井川 秀信 

10 
自動車空力デザイン開

発 

自動車のエクステリアデザイン開

発がどのように行われているの

か、空力デザイン開発を中心にわ

かりやすくお話します。また、自

動車デザインの歴史的遷移やレー

ス車両の空力技術なども簡単に紹

介します。 

交通 教授 東 大輔 

11 
自動車のセキュリティ

とセンサ技術 

近年、自動車盗難やそれに関連す

る被害件数が急激に増加していま

す。それを防ぐためには日頃から

防犯意識の向上が重要であり、そ

れを補助する商品（盗難防止装置）

も注目されています。ここでは、

電気で動作する盗難防止装置につ

いて学び、それらの多くにはセン

サが用いられており、その動作原

理を理解し、どのように装置に組

み込まれているか学習します。 

交通 准教授 渡邊 直幸 



12 環境に優しい建築設備 

建築設備は、建物をより快適に 

より便利にする機能を受け持つ重

要なシステムです。建物の 

使用エネルギーのほとんどは建築

設備機器で使われているため、そ

こで省エネルギーはCO₂削減に大

きな効果をもたらします。建築設

備のいろいろな省エネルギー技術

や太陽光発電等の新エネルギーに

ついて紹介します。 

建築 教授 池鯉鮒 悟 

13 
都市の歴史と町並み景

観 

地域の個性を最も分かりやすく現

してる町並み景観は、そこで暮ら

す人々が長年にわたり築きあげて

きた貴重な文化遺産です。どの様

な風土と歴史により、それらの町

並みが形成されたかについて学び

ます。 

建築 教授 大森 洋子 

14 
安心・安全な建物と

は？ 

建物は、建物自身の重さや人・物

の重量を支えるとともに、地震や

台風などの強風に耐え崩れ落ちな

いように抵抗する能力を持ってい

なければなりません。また、過大

な変形が生じないようにしなけれ

ばなりません。安心・安全な建物

とはどのようなものかを学んでみ

ましょう。 

建築 教授 吉住 孝志 

15 近代建築の３大巨匠 

近代建築の３大巨匠であるル・コ

ルビュジェ、フランク・ロイド・

ライナ、ミース・ファン・デル・

の建築作品をスライドを用いて紹

介します。 

建築 准教授 満岡 誠治 

16 建築材料 

童話「３匹のこぶた」の中で家の

建設に使われている建築材料と現

在の日本の建築物に使われている

主要建築材料とを対比させて学び

ます。 

建築 准教授 土井 紀佳 



17 かな漢字変換 

日本語ワープロ開発の歴史、かな

漢字変換のしくみについてわかり

やすく学びます。かな漢字変換技

術の進化の過程を理解すると、普

段何気なく使っているかな漢字変

換ソフトに興味が沸いてくると思

います。 

情報 教授 髙橋 雅仁 

18 脳を探る 

担当者は企業の研究所あるいは大

学においてヒト脳機能解明や生体

への磁場影響に関する研究に携わ

ってきました。この講義では、脳

についての理解を深めます。 

情報 教授 松田 鶴夫 

19 
マイクロロボットにつ

いて 

近年、メカトロニクス分野におい

て、マイクロロボットの研究が活

発となってきています。ここでは、

それらの研究の一端として、電磁

式マイクロロボットと振動モータ

式マイクロロボットを紹介しま

す。 

情報 教授 吉田 清明 

20 CGを作る 

ディジタルイメージの代表例であ

るコンピュータグラフィックスを

中心に、コンピュータで絵を描く

という行為の基本になっている論

理的思考と芸術的感性について、

具体的な事例を交えながら紹介し

ます。 

情報 教授 河野 央 

21 
ネットワーク 

現在・過去・未来 

今や情報通信の基盤となろうとし

ているインターネット、コンピュ

ータネットワーク技術がどのよう

にして生まれ従来からの電話のネ

ットワークを超えようとしている

かそして未来がどのような方向に

向かっているのかを学習します。 

学術情報

センター 

情報館 

准教授 佐塚 秀人 

22 
小型移動ロボットの仕

組み 

相撲ロボットや小型サッカーロボ

ットのような小型で自律的に動作

する移動ロボットの仕組みについ

て、ロボットの感覚器官に相当す

るセンサーや頭脳に相当するコン

ピュータを中心に学びます。 

学術情報

センター 

情報館 

准教授 山田 貴裕 



23 人工知能 

人工知能の要素技術であるエキス

パートシステムとニューラルネッ

トワークについて学習します。こ

の２つの違いを理解することによ

って、人工知能への理解が深まる

と思います。 

情報 准教授 小路口 心二 

24 ロボットの知能と制御 

最近のロボットのメカニズムはか

なり高度になっています。これら

のロボットを十分に活かすための

認識情報と知識情報を扱うための

考え方を学びます。（１）ロボッ

トには何が見えるか（２）ロボッ

トの頭脳では何が行われているか

（３）ロボットはどのように行動

するかなど。 

情報 講師 足立 康志 

25 見える力学 

物体に力を加えたとき、物体の 

内部にどのような力が生じて 

いるかは、普通目に見えません。

ところが、偏光を利用すると瞬時

に力の流れを見ることが出来ま

す。本講義では、力の流れについ

て、ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ板と偏光板を用いた簡

単な実験と影像を交えながら理解

します。 

教授 教授 平野 貞三 

26 
円錐曲線の焦点につい

て 

円錐曲線（楕円、放物線、双曲線）

の焦点について解説する。楕円の

焦点より発した光は楕円壁で反射

し、もう１つの焦点に集まる。放

物線軸に平行な光は内壁で反射し

焦点に集まる。双曲線の１つの焦

点より発した光はあたかももう１

つの焦点より発し壁面で反射した

のと同じ光線をたどる。円錐曲線

の模型を使い、これらの事を実験

的に確かめる。 

教育 教授 久保 省藏 



27 音の高さは何で決める 

音の高低について考える。音は物

体の振動が空気を震わしそれが伝

わり耳に聞こえる。振動系は質量

と復原より構成される。質量の大

きいもの、すなわち重いものは動

き難く、復原の弱いものすなわち、

柔軟なものは振動がゆっくりであ

る。したがって、振動数が低い（周

期が長い）。つまり低い音になる。

弦は強く張るほど、細いほど高い

音を出す。密度の大きいものや、

硬いもので出来たものも高い音を

出す。本講義では音の高低を決め

る仕組みについて解説する。 

教育 教授 久保 省藏 

28 
物を温めるとはどうい

うことか？ 

物を温めることは人間の生活の基

本である。古来人は温める手段と

して火をつかってきた。最近は電

子技術の進歩で物を温める事に革

命がおきている。このことについ

て考えていく。 

教育 特任教授 巨海 玄道 

29 昆虫の恋の話 

昆虫のオスとメスの出会い方や交

尾の相手の選び方は人と比べると

実に様々です。身近に生活してい

る昆虫達の奇妙で不思議な恋の実

際と、その背後にある性淘汰の仕

組みについて説明します。 

教育 教授 井出 純哉 

30 
プログラミングリクリ

エーション 

本講義では、プログラミングを題

材としたパズルを通して、プログ

ラムとは何か、計算とは何かを具

体的な例から理解します。プログ

ラムの知識は不要です。例として

は、セルフドキュメンテッドの話、

変数と代入文と出力文の設計、不

動点プログラムを書くなどがあり

ます。 

教育 准教授 猪飼 秀隆 

 


